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          ～蛍光プローブの論理的開発による、新たな生体応答 

     ・in vivo がんイメージングの実現～ 

 

 

生細胞は、様々な生理活性物質の生成・輸送・除去により多様な細胞

機能を発揮し、生きている状態を維持しています。従って、これら生

理活性物質の動態をリアルタイムで解析することは、生命現象の解明

において重要な要因となっています。これを可能にするために用いら

れているのが、元々は無蛍光性物質ですが、観測対象物質と特異的に

結合することで蛍光を発する蛍光プローブです。これまで、目的の機

能を発揮する蛍光プローブを狙って開発することは困難でしたが、今

回講演して頂いた浦野先生は、光誘起電子移動を設計原理とする蛍光

プローブの設計法を確立し、目的の機能を発揮する蛍光プローブを狙

った開発を可能にしました。この技術の開発により、従来のがん診断

（MRI、PET など）では見逃してしまうような小さながん部位の、高

感度な検出が可能となりました。今後、この技術の臨床応用によるが

んの早期発見により、より多くのがん患者さんの命が救われるのでは

ないかと感じました。  
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蛍光ブローブ発色

の実演中。食い入る
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